
[Ⅰ] 問(1)～(5)に答えよ｡ また, 問(6),(7)については, ２問のうち１問を選択し答えよ｡

答は ～ のなかから選び, ～ の数字をＯＣＲ用紙のそれぞれの問の解答欄に記入

せよ｡ ただし, 当てはまる答が２つある場合は数字を２つ記入し, 答が１つしかない場

合はその数字と を記せ｡ なお, 解答欄に記入する数字の順序は問わない｡

(1) 次の水素イオン濃度 (単位は ) の水溶液で, ℃で酸性であるものはどれか｡

(2) 極性分子でないものはどれか｡

水 塩化水素 メタノール メタン 酢酸

(3) 以下の熱化学方程式で示される反応が平衡状態にあるとき, 正しい記述はどれか｡

気体 気体 気体

温度を高くすると平衡は が生成する方向に移動する｡

温度を高くすると平衡は が分解する方向に移動する｡

圧力を高くすると平衡は が生成する方向に移動する｡

圧力を高くすると平衡は が分解する方向に移動する｡

圧力を高くしても平衡は移動しない｡

(4) 次の示性式と名称の組み合わせのなかで, 正しいものはどれか｡

, エタノール , フェノール , アセトン

, アセトアルデヒド , 酢酸

(5) 銅とその化合物についての記述で正しいものはどれか｡

銅のイオン化傾向は亜鉛よりも大きい｡

は酸性塩である｡

銅は化合物中で と の酸化数をとる｡

銅の単体を濃硝酸と反応させると が生じる｡

硫酸銅 Ⅱ の結晶は, 五水和物が白色, 無水物が青色である｡

(6) セラミックスに分類されるものはどれか｡

ガラス 陶磁器 ステンレス

プラスチック 合成ゴム

(7) 分子構造中にベンゼン環があるものはどれか｡

ナイロン ポリイソプレン ポリエチレンテレフタラート

ポリエチレン ポリスチレン
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[Ⅱ] 問(1)～(6)に答えよ｡ 解答は ～ のなかから最も近い値を選び, ～ の数字を

ＯＣＲ用紙のそれぞれの問の解答欄に記入せよ｡

必要があれば, ファラデー定数として を使え｡

(1) ある気圧下で, の氷がすべて昇華するときに吸収された熱量は であっ

た｡ この気圧における氷の昇華熱は何 か｡

(2) の氷がすべて融解する際に吸収される熱量は何 か｡ なお, 気圧は変化し

ないとし, この気圧下における水の蒸発熱は とする｡ また, 氷の昇華熱

は問(1)で求めた値を用いよ｡

(3) オゾン生成器によって, 圧力一定のもとで, の酸素を, 完全にオゾンに変化

させたとき体積は何 か｡

(4) 問(3)におけるオゾン生成器を使い, 圧力一定のもとで の酸素の一部をオゾ

ンに変化させたところ, 酸素とオゾンの混合気体が 得られた｡ 変化した酸素の

体積は何 か｡

(5) ダニエル電池は負極に亜鉛 , 正極に銅 が用いられる｡ 負極での質量変化が

の減少 であったとき, 正極の質量変化は何 か｡

(6) 問(5)の質量変化は 秒間, 電流が流れることによって起きた｡ この間の電流値が

一定だとすると何 だったか｡
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[Ⅲ] 問(1)～(3)に答えよ｡ 解答は解答用紙Ｂのそれぞれの問の解答欄に記入せよ｡

(1) ア～オは, 下に示す周期表 (原子番号 ～ ) の位置の元素である｡

元素ア～オについての文章１～５には, それぞれ２箇所に下線が引かれている｡ ２

箇所の下線のうち１つが誤っている場合には, 例にならって修正せよ｡ 誤りがない場

合には, “誤っている箇所”の欄に ｢なし｣ と記入せよ｡ ただし, ２箇所の下線部が

両方とも誤っている場合はない｡

例 水素は 族, ヘリウムは 族に属する｡

解答欄の記入例

誤っている箇所 修正後

例 族 族

１. 元素アの単体は, 空気の主要な 成分の一つであるが, もう一方は窒素である｡

２. 元素イの酸化物は, 塩酸とも水酸化ナトリウムとも反応して溶ける酸性酸化物であ

る｡ また元素イの単体は､ 空気中では､ この酸化物のつくる酸化被膜に覆われる｡

３. 元素ウの陰イオンと銅の陽イオンの塩の水溶液を電気分解したとき, 陰極には金属

の銅が析出して, もう一方の極には気体の酸素が発生する｡

４. 元素エとハロゲンの一つである元素からなり, 原子比が である化合物の水溶液に,

元素ウの単体 (気体) を通じると, そのハロゲンの単体が遊離 (生成) する｡ このハロゲ

ンはフッ素である｡

５. 元素オは, 合金であるステンレスの主要成分である｡ 元素オの金属 (単体) を生成する

ためには天然物である元素オの酸化物を含むボーキサイトを還元する｡

(2) 実験室で気体のアンモニアを生成させるには, 塩化アンモニウムと水酸化カルシウムを

混合し加熱する｡ この反応を化学反応式で記せ｡

(3) 過酸化水素水は, そのままでは変化しない｡ ところが, 酸化マンガン Ⅳ の黒い粉末を

加えると気体を発生し, 過酸化水素は分解する｡ この変化について５０字以内で説明せよ｡

ただし, この変化における酸化マンガン Ⅳ の役割については, 説明文に含むこと｡ 化学

式, 化学反応式を説明の補助に使う場合は, 何マス分をあてるかは自由である｡
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[Ⅳ] エタン の燃焼反応について, 問(1)と(2)に答えよ｡ 解答は解答用紙Ｂのそれぞれの

問の解答欄に記入せよ｡

(1) エタンの燃焼の化学反応式は次のように表すことができる｡ 係数①～④にあてはまる整

数を答えよ｡

① ② ③ ④

(2) エタン に標準状態 圧力 温度 ℃ で の酸素 を混合

して燃焼すると, どちらの物質が何 残るか｡ 必要があれば, 気体定数として

を使え｡ また, ℃ とし, ここでの気体は理想気体

とする｡

[Ⅴ] 分子式 で表されるアルケンについて, 問(1)～(3)に答えよ｡ 解答は解答用紙Ｂのそ

れぞれの問の解答欄に記入せよ｡

(1) このアルケンには構造異性体が存在する｡ その構造異性体の構造式を書け｡

(2) このアルケンにヨウ素 を付加させたときに生じる化合物の構造式を書け｡

(3) このアルケン にヨウ素 を完全に付加させたとき, 付加したヨウ素の質量を求め

よ｡
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